

















































































































・自分なりの考えをもつこ ．既有経験や既習を生か ・ね らいや意図に見通し











あい 他の子が Xのことろをたたかないというこ と
じん ちがうやりかたある。
ロロロ□● 数プロックを使って説明
でき る。
・複数の表現を関連付け
ながら考えを整理した
り拡張したりできる。
順序数と集合数について， 日
常的に漠然と子どもたちは使用
している。ただ，それを明確に
区別する必要もなく無意識につ
かっている。本単元のなんばん
めでは，その無意識にされた区
別を整理し，順序数の意味を知
る中で直線上での位置の表すこ
とができることを理解させたい
と考え取り組んだ。本実践では，
子どもたちは，友だちの発表を聞きながら違いを，絵や図を使いながら解釈しよ うする
姿は見られた。 しかし，教師がまだ曖昧な解釈をしている子どもたちの意見を掘り下げ
ることができなかったため，より深い共有が生まれる場面を持てなかったことが反省で
ある。
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3. 研究の展望
問い続け，学び続ける子どもをめざし，以下に重点をおき研究を進めていく 。
(1) 解釈と共有を大切にした授業づくり
子どもが相互に考えを解釈し合うために，教師がある子どもの言葉を取り 上げ復唱
したり，小グループで話し合う活動を取り入れたりする。これらの学習経験の積み重
ねにより，子ども自身が 1つ 1つの表現を大切にし，それらを丁寧に解釈しようとす
る姿につながっていくと考える。また，解釈の共有を小刻みに行っていくことで，理
解力の異なる様々な子どもたちがともに学ぶ楽しさを感じながら学習に取り組むこと
ができると考える。解釈する活動と共有する活動のあり方を，各人で探りながら子ど
もがつなぐ算数授業に迫っていきたい。
(2) 子どもの学習意欲を引き出す課題づくりや課題提示の工夫
授業が始まる時，すべての子どもの学習意欲が授業に向かっていることはありえな
い。教科書やノートを開いていても，意識が他に向かっている子どもも少なくない。
そのような段階から，授業に向かわせるのが課題である。「えっ，どうなるんだろう？」
「してみたい」という子どもの学習意欲を引き出すような課題づくりは，子どもの言
葉でつくる授業に必要不可欠である。
また，同じ課題であっても提示の方法によって子どもの反応は大きく変わる。既有
経験の少なさや既習事項の未定着により課題とうまくかかわれない子どももいる。そ
れらの場合，提示方法を工夫することで確実に子どもと課題をつないでいくことが重
要である。具体的には，課題をゆっくり提示したり部分的に提示したりすることで先
を予想したり条件不備を補おうとしたりする子どもを引き出す。また，比較対象とな
る2つを瞬間的に提示することで，感覚的な子どもの意見を引き出すこと等も考えら
れる。課題提示の工夫については， ICT機器活用も考えられる。教材や子どもの実態
等を考えながら ICT機器による課題提示も行っていく 。
(3) コミュニケーションカを高める
子どもが思考したものを用いて課題解決していくためには，表現する力が必要不可
欠である。とりわけ，相手を意識するコミュニケーションカがないと，考えを交流さ
せながら学習を進めることはできない。そこで，子どもが互いに表現し合うためのコ
ミュニケーションカを育成していく 。具体的な方法は以下の通りである。
• ある子どもの考えを取り上げた際，その考えをどう解釈したかを話し合う 。
• ある子どもの考えを途中まで聞き，続きを説明する。
• ある子どもが言葉で表現したことを，式に表したり図に表したりする。
（言葉，数，式，医，表，グラフの連関）
これらの活動を通して互いにコミュニケーションカを高めていくことが， 一人一人
の算数的表現力を育成していくことにもつながり，思考力を高めていくことにもなる
と考えている。
4. 研究の評価
今年度の算数科提案である「子どもがつなぐ算数授業ー解釈と共有を軸にして一」
をテーマとし，上述した方法によりめざす子ども像に迫りたい。そのための検証材料
である授業の感想， 自分の考えを書き表しているノート，授業での様子やつぶやきや
表情等を大切にし，研究の評価として成果や課題を見出していく 。
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